







1 . 概 要
1995年1 月17日5 時46分に発生した兵庫県南部地
震 (M=7.2) は，神戸市近隣 ・淡路島北部に甚大
な被害をも た らした。こ の地震は近年まれにみる内
陸の活断層 に よるM=7 級の地震であり ，海溝型地
震 とは異なって地震発生のご く近傍で観測を行うこ
と が可能であ り ，そのメカ ニズムを解明するための
貴重なデー タ が得 ら れるも のと 考えら れる。当研究
所では，神戸班および淡路班の2 チー ム を結成し，
地震発生の1 週間後 ( 1月 24 日 ）か ら速度計 4 台 ・
広帯域地震計2 台お よび強震計10台に よ る臨時余震
観測を行っ た （一 部は10月20 日 現在 も継続中であ
る ：図 1 a )。さ らに，2 月15 日～ 3 月2 日 （第1
期） ．5 月25日 ～6 月20日 （第2 期）においては，
断層近傍の不均質地殻構造の解明および余震の精密
震源決定を目 的 とした分散型アレ イ 観測を淡路島北
部 4 ヵ 所において実施し た （図1 b )。観測の概要
を表1 に示す。本報告では，こ の うち，広帯域地震
計によ り得ら れたデー タ の解析結果を報告する。
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2 . 広帯域地震計デー タ に よ る余震の応力降下量分
布の推定
1 月24日～ 3 月3 日に新神戸 (SKB B) ・絵島神
社 (EJMB) ・北淡東中 (HKDB) に設置した広帯
域地震計に より 収録された イベ ント はお よ そ600個
にのぼり ，こ の うち気象庁の速報震源が決定さ れて
い る220個 において解析を行った。図 2に観測さ れ
た波形の例を示す。S-P時間がおよそ0.5秒と いっ た
非常に近いイベ ントま で も 観測 さ れている。こ れ ら
の フー リ エスペクトルを計算 し，そのコー ナー周波
数およ びフ ラットレベルから余震それぞれの応力降









観測点名 セ ンサ ー 観測期間
RI〈OB（ 京大六甲 ） 強震計 ' 95/1 /25 - ' 9 5/3/ 1 8  
SKBB（ 新神戸） 強震計．1 1z速度計・ 広帯域 ' 95/1 /24-
HKCB（ 兵 庫県庁） 強震計 ' 95/1 /24- ' 95 /3/18 
SRDB（ 鈴 蘭 台 高 ） 強震計．l llz速度計 ' 95/1 /25 -
KGJ B （ 神戸学 院女短）強震計．11z速度計 ' 95 /1 /25 -
E JMB（ 絵島神社） 強震計．111z速度計・ 広帯域 ' 95/1 /24- ' 9 5/2/ 1 2
EZI〈B（ 江崎灯台 ） 強 震計 ．l !I z地震計 ' 95/1 /2 5 -' 9 5/3/3  
NJMB  ( 野 島小） 強震計 ' 95 /1 /25 - ' 9 5/3/8  
ASNB ( 浅野小） 強震計 ' 95/1 /25 -' 9 5 /3/8  
I I KDB  ( 北 淡東 中 ） 広 帯 域 ' 95/2/ 1 5 - '9 5 /3/3
IWCB （ 岩屋 中 ） lH z地震計 ' 95/2/15 - ' 9 5/6/20  
表 l 臨時観測点において使用した地震計および観測期間
第 1期 2 月1 5 日～ 3 月2 日
設 置場所 全長 間 隔 地震計の 種類 と 台数
堂原 2km 1 50m l ll z上 下 動1 2台、1Hz3成分 2台
岩屋 0 .8km  20m  2!-lz上 下 動24台、2Hz3成分 4 台、他
淡 路島公園 0 5km 5 0m  2Hz3成分 10台
平 林 0 .3 km 5 - 30m  4 .5Hz3成分 1 2台
第 2 期 5 月 25 日～6 月2 0 日
堂原 2km 1 50m l ll z上 下 動1 2台、1 Hz3成分2台
岩屋 2km 20m 2Hz上 下 動78台、l Hz 3 成分 6台
常 隆寺 2km 20m 2!-lz上 下 動60台、l Hz  3 成分 12台
平林 0 . 8km 5 -20m  2Hz上 下 動24台、l ll z 3成 分8 台
表 2 分散型アレイ観測の概要
特徴 1 については，本震断層付近では，それま で
蓄積さ れていた歪みエネルギー が本震によ って十分
解放さ れて しま い，ほ とん ど残っていないも の と考
え られる 。特徴2 については，明石海峡で開始した
破壊が断層に沿って南西方向へ進行し，こ の付近で
止まっ てし ま い，破壊先端の応力集中が起こっ て歪
みがた まり ，それを余震によ り解放 したのであろう 。
特徴3 については，本震断層のずれにより 周辺部に
歪みがたまり ，こ の部分の副断層が不安定になり ，
余震に より歪みエネルギー を放出 した も の と考えら
れる。
神戸側の特徴としては，
1 . 本震震源から 断層沿いに応力降下量が小 さ い地
域がみら れる。
2 . 新神戸近傍で余震の応力降下量が大 きくな る 。
と いっ た 2点が挙げら れる （図4 a · b )。本震断
層上でみ ら れる小さい応力降下量は，淡路側と同様
の理由に よ るも の と考えら れる。 新神戸付近で急激
に大きく なる の は こ の付近に破壊の進行を止めるバ
リ アー の よう なも のがあり ，応力集中が起こっ たた
めであるこ とが推測さ れる。こ のバリアー の存在に
ついては，井出ら （科学朝 日1995年 7月号）お よ び
Ide.et.al （投稿中）に よ る本震の破壊過程の解析に
よ り，神戸直下に破壊されずに残った とこ ろが存在
するこ とが指摘さ れており ，こ れと 調和的である。
こ れら ，淡路側 ・神戸側の余震の応力降下量の分
布をみるこ とで断層近傍の近く 不均質構造およびそ
れに依存 した破壊過程 に つ い て の解釈が可能と な
る。さ らに詳細な構造については今後解析を進める
予定である 。
こ のほかの強震計 ・速度計および分散型ア レイ 観
測でも ，貴重なデー タ が得 ら れており ，その解析は
現在進行中で，結果については改めて報告する予定
である。なお，本観測においてご協力いた だ きま し
た関係各機関に感謝の意を表し ま す。
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